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●)日 本 ユネスコ国内委員会 自然科

学小 委員会海洋分科会

第46回 会議

日時 昭 和 48年 3月 8日 (木 )

1400～ 1730

場所 文 部省 第 2特 別会議=

議事に先立ち、兼重委員から本年 1月

23日 に開催 された自然科学小委員会第26

回会議において同委員が当分科会の委員

(主 査 )と なった旨の報告があり、同委員

は菅原調査委員を議長に指名 した。

議事概要

1 経 過報告

事務局か ら次の報告があった。

(1)海 洋科学にぶける教育訓練及び相 ll援

助に関する作業 部会第 1回 会議 (3月 7

日～ 13日 、ズ リ)に は、都合により我

力国 か ら参加 [ンない ことになったか、こ

の会議に関連 して依頼のあ.〕た海洋科学

に関連 した外国人のための我力掴 の伊i修、

教育についての事業計画の情報 を IOC

事務局に送付 した。

なな、これに関 して、 IoCに この会

議の関係資料の送付方を依頼 し、このう

ち適当なものを関係者に配 布することが

了承された。

の  「 10Cの 概要」を作成するため、菅

原調査委員、増沢気象庁海洋課長、庄司

海上保安庁水路部参事官及び二谷海岸資

料センター所長に原稿執筆を依頼 した。

2 10C執 行理事会第 2回 会議について

5月 7日 ～ 12日 にパ リで開催されるこ

の会議には、菅原調査委員が出席すること

が了承されたが、 rl調査委員は IoC菖 !会

長 としての職務 も行なわなければiら ない

こと、議事が多岐にわたっていること等に

より、どひ2名 以上の参加力必 掌であるこ

とが rよ され、関係省庁か らもできるたけ

参加するよぅそれぞれ努力することになっ

方を。

便議事 日程については、黒潮共同調査

(CSK)の 地域的常設組織への移行 の提

案 など、その存続問題 との関連て、仮議事

日程 6(1)及び 10に 関心 をもっている旨を

IOC事 務局に連絡することになった。 こ

の会議への対策については、次回の分科会

会議で検討することになったが、 IGOS

Sに ついては ICoSS国 内連絡会で検討

することが了承 された。

3 国 際海洋開発 10年 計画 (IDOE)に

ついて

IOCか ら提案 を求められているこの計

画へ含めるべき国際 プロシ ェクトについて

は、我が国か らは特に提案 しないことにな

った,

4 海 洋環境汚染の世界的調査 (CIPME)

国際調整 グループ第 1回会議について

この会議にrl、海洋汚染に関する国内差

絡会、 CsK国 際調整 グループ会議等での

意見、資料等を考慮 して適宜対処すること

になった。

5 黒 潮共同調査 (CsK)に ついて

CSK国 際調整クループ第 9回 会議は、

5月 30日 ～6月 1日 に、第 3回 シンポジ

ウムは、 5月 26日 ～ 29日 にそれぞれバ

ンヨクで開催する線で準備が進んでいる経

緯が菅原調査委員か ら説明があり、この 日

程は最終的に決定 したものではないが、時

間的余裕がないので、 こ の線で関係省庁等

参nrl準備をすることになった。 CSKの 存

続、海洋汚染等の国際調整 グループ会議ヘ

の対策については、分科会の次回以後の会

議、 CSK推 進連絡会議等を通 じ検討を進

める必要が了承された。

6 そ の他

(1)ODASの 法的地位に関する弁約案作

議内国

κ



成のための政府専門家準備会議の結果作

成 された条約草案について、 こ の会議に

出席 した庄司参事官から、技術的問題 の

検討はほぼ終了 し、あとは、近 く開催を

予定されている国連海洋法会議の成果に

依存するので、我力国 のコメントについ

ては、追 って検討 したい旨の実言があり、

了承された。

|)遠 洋水産研究所山中部長から、水産庁

の開洋丸は、近 くカリフ海の調査に参加

する予定である旨の発言があった。

●)環 境庁の井 口氏か ら、国連環境管理理

事会の会議のため、我が国がその 10%

を負担する環境基金の事業計画への配分

の擬案 を検討中である旨の発言があった。

第 4?国 会腺

日時 昭 和 48年 4月 25日 (水 )

1000～ 1200

場所 文 部省 第 5特別会議室

議事概要

1 経 過報告

事務局から、海岸科学における教育、ヨ|

練、相互援助に関する作業部会第 1国会議

の関係資料が 10C事 務局から送付された

旨報告があった。 これ らの資料のうち複製、

配布すべとものを字日、竹内調査委員が検

討することになった。

2 海 洋環境汚染の世界的調査 (GIPME)

国際調整グルーブ第 1回会議について

この会議に出席 した菅原調査委員から配

布資料、特に同氏複製の出席報告に基づと

報告があった。亡たこの会議の詳細な報告

は環境庁の海洋汚染国内連絡会で行をわれ

ることになった。

3 10C執 行理事会第 2回会議について

菅原調査委員から各議題について概略の

説明があり,地 質調査所佐野室長か らEC

AFE/CCoPの 提案について説明があ

った。この会議の対策について検討するた

め 5月 1国 に打合せ会を開催することにな

っ た 。

4 黒 潮共同調査 《csK)に ついて

国際調整グループ第 9回 会議は 5月 30

日～6月 1日 に、また第 3回 CSKシ ンポ

ジ ウムは 5月 26日 ～ 20日 にバンコクで

開催されることになり、国内関係機関へ出

席につき照会 中である旨事務局より報告が

あり、和達国際調整員、菅原調査委員、丸

茂教授が出席することが了承された。

水産庁か ら、 SEAFDEC事 務次長が

猪野氏か ら真道氏に交番 したことの報告及

び西海区水産研究所 の青山恒雄氏が F A0

のコンナル タン トとしてパンヨク等に出張

するので CSK会 議への参加につと考慮さ

れた らどうかとの申出があった。

会議への対策については5月 17日 に C

SK推 進連絡会議を開催 して検討すること

となった。

5 国 際海洋資料交換作業部会第 7回 会議に

ついて

7月 9日 ～ 13日 に‐ューヨークで開催

されるこの会議について、我が国か ら二谷

海洋資料セング～所長及び彦坂同センター

前所長が出席することが了承された。

6 海 洋科学、海洋学 の分野になける外国人

研修の実績について

我力国 の過去 2～ 3年 の実績について I

OCか ら照会のあった本件については、関

係省庁 (海 上保安庁、水産庁、気象庁、通

産省地質調査所 )関係のほかに留学生関係

者を含めて回答することが了承された。

7 太 平洋津波警報組織について

事務局か ら、津波の一般への教育材料の

リス トの作成及び津波データの伝送用の周

波数の割当についての IOCの 依頼につい

て、気象庁地震課において検討中である旨

の報告があった。
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第4 8国 会議

口時 滑末, 4 8 年6 1 1 を6 同十, ( )

1 5 3 0 ～ 1 7 1 1 o

場所 ほ 1立教育会館 病 9軒 4ヶ生

1 維 過報告 (事務局 )

(1)気 象lf観測1部地震課か ら、太子洋津渡

警報組織国際調整 /~ルーブ第 4回 会義

( 1 9 , 4 年2 月、ウェ , ントン) へい

出席旅費の負担 を 10cに 照会中である

旨お連絡が あった,

(2)海 洋科学及び海洋学の分「Iにおける我

が国の外国人丁i修の実績につぃて Ioc

に回答 した。

2 1oc執 行F,事会第 2回 会議につャ、て

5月 7日 ～ 12日 にパ リで開催されたこ

の会議に出席 した菅原調査委員か ら、 こ の

会議には 18執 行理事国の代表、 4か 国か

らのォブザーパ_、 scOR、 ECoR特

の諮問機関 ・国際機関の代表等が出席 し、

ICSPROの 関係機関等 との関係、 Io

C付 属組織の合理化、 l o cttt会長の責務

についての第 8回 IOc徳 会決議案チ令と
16の 決議を採択 したこと等の報告があっ

た 。

3 csK国 際調整 グルーフ第 9国 会議■び

第 3回 CSKシ ンポツウムについて

5月 26日 ～29日 (シ ンポジ ウム )■

び5月 3o日 ～6月 1日 (国 際調整 グルー

フ会議 )に バンコクで開催されたこれらの

会議に出席 した矛1達 CSK国 際調整員、‖

原調査委員及び丸産東京大学海洋研究所致

授から、国際調整 グループ会議では cSK

の恒久的地域組織への移行の可能性の検討、
1年又は2年 後に国際調整グループの次回

会議 と海洋汚染に関するシンポツウムの開

催、各国に海岸汚染に関する連絡官を置 (

こと等につt tlての勧告を採択 したこと等の

報告があった。

↓ i刊様ヤサi子資料 空ス作業部会第 7阿 会議に
つ trて

この会哀のrl譲手日化についての海洋資
卜険 換国内逆結会等ての検討格泉の合■が、
二谷海洋会ド|センタ_所 長か ら提出された.

5 1Cossの ための Ioc、 wMO合 同
企画部会第 2国 会議にっぃて

8月 13g～ 17日 にシュネーブで開催

予定 のこの会議には我力国 か らは出席 しな
いことになったが、 こ の会議は locの I
COSS作 業委員会 とWMoの 海洋の気象
学的例面ECパ ネル との合同委員会の名に

すいて会合する重要な合議であるから、今

後の参"口については充分考慮することか了

承された。

6 海 水温、塩分量及び表面海流の観測標準
について

IGOSsに 関連 した海洋調査に業する

専門家グルーフ (IRES)に ないて検討

するため、海水温、塩分宝及び表ED海流の

データ収集方法、機器の標準化と相互比較
に関する我力国 の情報 を求め られ、 IcO

SSと の関係か ら気象庁海岸気象部にと,

まとめを依線 した旨事務局か ら説明があ り、
了承された.

7 1cOss海 洋汚染モニタリング.パ ィ
ロット ブ ロッェク ト実施案について

ICOSSの 技術的システム .デザィン

等に関する Ioc、 wMo合 同専門家 グル
ープ (ITECH)に おぃて作成 し、我が

国の意見を求め られた実施案 とその勧告に
ついては、 と りぁぇず賢係省庁に資料を送

付 し検討を願 うことになった。



② 三 官庁 海洋 業 務連 絡 会

第31回 三官庁海洋業務連絡会経過概要

日時 昭 和 48年 3月 26日 (月 )

1330～ 1700

場 PFr tt■保安庁水陥部 第 2会 議宇

議事に先 こち、川上水路部長の挨拶のの

ち、談長にlFL海象課長を選出 した。

議事粧妥

1 昭 和 48年 岐各庁海洋業務計由iについて

気象庁、水F庁 、lll衛庁、海上保安庁

(海洋資料センターを含む )の順に、それ

それの 48年 墜海洋調査業務等の実施計耐i

について説明があ.,た=

2 与 問委員会の活動について

(1)化 学分析 自動 化手門委員会

■出そ 泉長 よ,次 のとな り報告かあっ

た。

イ DOメ ーターについては、前「mlの連

絡会て報告ずみて、それ以 上の検討は

など力
~で, なヽ↓ヽ。

ロ ウ ィンクラー法 の自動化については、

試作費かかさむつて、その後の進展は

ない.

ハ 本 年ヒ気象庁で購入予定の オートア

ナライザー、 テ クニコンIれとについて

は、 カ ートリ″す と[/て6種 (ア ンモ

ニア、 リ ン酸、石尚駿、碇硝酸、 ケ イ酸、

P11)か あり、 こ れ らの使用結果が夏

在てに十1る予定である。

これらオー トアナライザーは、水産

庁等で Iヽ・Fに使用 にンているので、その

結果 とも考女合すて問砲点■検討する。

C)ST D専 問委テi会

片ri委員■ まり、次のと十 け報告かあ

イ エ の約 〕か年に 3回 にわた ―)てチ 泉

会■開 た、 IOCの Circular

l e t t e r 五3 7 5 の S t a n d a r d

c l i t e r i a  f o r  t h e  E x c h 一

ange of STD data に ついて

検討 した結果 、関係省庁保有の STD

及びXBTは 全てアナログ方式である

ため、そのテータ処理については IA

PSO S↓ andard dep↓ hを 採

用 しているので、 Circular let一

ter 拓 375の Standard cri―

ieriaに ついては、当面、Mi nim一

um siandaldを 目標 にす るが、

リアル タイムのデータとしては、観測

人員増を考慮する必要があるとの結論

を得た。

口 今 後の委員会にないては、 STD及

びxBTの Standard manual

検定方式 などについて検討する計画で

あるc

(〕 リ アルタイム資料交換専門委員会

飯EH委員 より、同委員会第 1回 会議

(昭 46611開 催、その後開催 してい

ない。 )の 状況の説明が あり、今後、三

官庁海洋業務連絡会にないて IGOSS

国内連絡会の活動状況 を報告させ、なた、

意見を求めることとすれば、同委員会を

ICOSS国 内連絡会に移行 させた うえ

解散 して よいのではないか との提案があ

り、了承された。

3 10C関 係について

い  IGOSS関 係 について

気象庁増沢海洋課長 より、 IGOSS

の目的と意義、活動の概要、 日 本のFll状

等についての説明があり、また、同飯田

調査官 より、 ICOSS国 内連絡会の活

動状況、即ち第 1回 及び第 2回 会議の状

況並びに気象庁海洋気象部長が日本代表

をしている IGOSS関 係各種作業班の

事務処理状況について説明があった。

(2)EIl際海洋資料安換関係について

工谷海洋資 |ヽセンター所長 より、海洋

資料夜換国内連絡会の活動状況、FDち第

-4-



1口i上び第 2回会議の状況に■ついて岳々"|

があ ,た1、

(3)GIPME関 係について

渡辺海洋汚染調査と長 よ り、卜漆海洋

資卜1変換作業部会第 7い1会議に提出予定

のR e p o r t  O f  t h O  t l d ■l l  e

CrOup  On ヽ 4ar i ne  P0 1 lu↓ icn

Da↓ a lてっぃて説明力tあった。

(4)CSK関 係に=,いて

気象庁増沢海洋謙長 とり、 CsKの 今

後の問題につぃて説明かあった。
4 特 別"i先促進調耗費について

科学技/11庁海洋岩発 課浅茸課長神 “:ょり、

48年 度の侮岸関係の特丹̀ 研究促進al「F整費

について説明があ_t.

③ 海 洋 資 料 交 換 国 内 連 絡 会

第3回 会議

自時 昭 和 48年 6月 19日 (k)

1500～ 17o0

場所 海 |モ保7庁 水路部 疑 4会 議室

ナ に水路部長,)挨拶に続いて、二谷海汗

資料 セングー所長か座長にな り議事が進わ

られた。

議事明 要

I 第 2回 会議以降の経過報告について

(1)海 洋食科 セングーより、 IoC国 際海

洋資料交換作業部会の下記のad― hoe

Crcupゃ Task Teamの 事務処理

状況にっいて報告があった。

1)ad― hcc Group on IGoSS

Da↓ a A■ chiving and Ex―

changO

打)ad― hOc crouP on 「 。rmat

Standa,dizatiOn

m)Task Tean On Develop―

m c n t  o f  A r r a n g e m o n t s  f o r

I n ↓O r n a , 1 0 n a 1  0 c e a n o g r 一

a p h i c  D a t a  E x c h a n g e

v ) a d 一 h o c  G r o u P  o n  M a r i n c

P o l l u l i c n  D a t a

V)ad― hOc croup for Mari一

n o  G e 0 1 0 g i c a 1 / C e O p h y s i 一

C a l  D a t a  M a n a g c n e n t

(2)海 洋資料センタ_ょ り、国際海岸資料

交換促覧lrl改訂版 (Manua1 0n ln一

↓e r n a t i O n a l  o c c a n o g r a p h i c

D a t a  E x c h a n g e  T h i r d  E d i t―

ion)が 刊行 され、 Iocょ り送付 して

とたので、いすれ和訳 [ッて関係機関へ占ど

布することとする旨報告があった。

2 1‐l際海洋資料交換作業部会売 7回 会議に

ついて

7月 9日 ～13日 にニューョーク国連本

部にあいて開催される標 記会議に、二谷海

洋資料ヤンター所長及び彦坂前海岸資料|セ

ンター所長が出席することになっているの

で、 こ の会議に予定される F記 の主要議題

について海洋資料セン ターより説明か あり、

討議かなされた,

5 デ ータと情報 の管理攻ひ資換

51 海 拝調査報告 〔ROSCoP)

52 デ ータ フ ォーマットの標準化

13 地 質 /地 球物理データの管理

54 4i物 データ

55 衛 星及び航空機によるデーグ

56 波 浪計に より測定 された渡浪デー

ク

57 寓 1内公式調査計画 (DNP)

58 国 際海洋資料交換のための国内調

整官

59 国 際海洋資料交換便覧

510海 洋汚染テータ

6 環 境面か らみた海汗特性

61 第 27回 国連人 間環境会議の決議

62 相 “種 同問及び相互機関間の情報

とテータの管理並びに門合せ業務に

関する合同 タスク テ ーム



63 海 岸環境汚染の世界的調査 〔GI

PME)  SCORの 活動

64 1COSS(汚 染に関する活動 )

65 1CES(汚 染に関する活動 )

7 1GOSS(含 世界海洋観測組織 )

71 lGOSSデ ータ保管 ・交換の便

覧

72 BTデ ータの収集 ,交換 ・評価 の

ための ICOSSパ イロット・メ●

ジェク ト

73 1GOSSの 為の 10C/WMO

合同計画クルーブ (IPLAN)の

勧告

74 海 気相互作用

8 デ ータ管理 の教育 ヨ‖練

9 国 際海洋データ交換強化の準備

今回の連絡会では、以上の議題のうち

特に 51、 52、  59、  510、  71及

び 9に ついて主力的に討議された。

3 そ の他
~谷

海洋資料センター所長 より、今秋か

ら国内海洋汚染資料の収集 ,処理 を開始す

る予定 である旨発言があり、現時点では、

何を実め、どこまで処理するか等について

本 メンパーの汚染データ作業 グループにお

いて2～ 3回 の検討会を開と、秋までに国

内意見の統一をはかることになった。

④  l G O S S 国 内連 絡 会

第 3国 会議

日時 昭 和 48年 7月 19日 (木 )

1330～ 1620

場所 気 象庁海洋気象部会議室

議事概要

1 第 2回 会議以降の経過報告

は)気 tA庁より、 IGO SS関 係事務処理

状況、FDち 1)IGOSS Pllot

Project “ ) ITEcH 巾 ) IPLAN

v)Manua1 0n Data Acけ

uisition 10r the purpOse

cf IGOSS な どについて報告 された。

|)IGOSS第 1年 目の評価 (全世界、

国内 )について気象庁より報告された。

(〕 俊風丸の BATHY通 報開始について

気象庁より報告された。

2 協 議事項

(, 海 水温、塩分重及び表面海流の観測標

準について

ICOSSの 推進のため、 IOCよ り

照会があった本件 については、 Circr

lar Le↓ ↓er拓 413(l May

1973)に よ労卸ぞれの機関で検討 し、8

月 5日 までに気象庁へ資料を提出 しても

らいたいとの要請があり、気象庁でこれ

をなとめて日本 ユネスヨ国内委員会に回

答することになった。

の 通 信量に関する調査について

これについては、入電状況を調べてあ

るので、その亡亡 IOC事 務局へ回答す

ることが了承された。

をお、北大平洋におけ る1年 間の BA

THY資 料の頻度別分布図などを作成 し、

参考資料 として各機関へ配布するように

したいとの意見が出された。

3 リ アル タイム資料、製品交換 と通信網の

問題点と現況について

これについて各機関 よりそれぞれ報告 さ

れ、特に BATHY伝 送 について次の よう

な意見が出された。

C)む づか しい問題 もあろうが、水路部、

水産庁、大学等でも積極的に観測船を 1

oCへ 登録 して、試験的に実施す る方向

で進めて欲 しい。

特に今後国際協力観測 (NORPAX、

CARP等 )で は、必ず BATHYの 国

際ヨー ドによる通報、資料交換が要求さ

れるものと思われる。

(2)水 路部では 1974年 4月 以降になる

見込み。

-6-
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(3)8ATHY伝 送にあたって、各機関の

観測船か ら如何に してGTS(気 象庁 )

へ乗せるかの通信上の問題点を、各機関

で検討 して欲 しい。

(4)前 記のように、 BATHY資 料伝送実

施についての協力依瀬文書 を、気象庁海

洋気象部長名で関係機関に送付す ること

にした。

⑤ 黒 潮共 同調査 推進連 絡 会 議

それぞれ下記のとおり開催された。

第 11回 会議

日時 昭 和 48年 5月 17日 (木 )

1000～ 125o

場所 文 部省 第 2特 別会議室

議題 黒 潮共同調査 〔CSK)国 際調整

グループ第 9回 会議 (5月 30日 ～

6月 1日 、パンヨク及 び第 3回 CS

Kン ンポシウム (5月 26日 ～ 29

日、 バンコ ク )へ の対処方策につい

て

第 12回 会議

日時 昭 和 48年 6月 26日 (火 )

1330～ 1520

場所 国 立教育会館 第 9研 修室

議題 黒 潮共同調査 (CSK)国 際調整

グループ第 9国 会議及び第 3同 CS

Kシ ンポジウムの出席報告並びに今

後のcsKに 関する方針について

⑥ 日米 天然 海洋環 境観 測  予 報専

門部会議

それそれ下記のとおり開催された。

第 15国 会議

日時 昭 和 48仁 3月 27日 (火 )

1 5 1 1 0 ～1 7 0 0

場所 気 Ff庁 海 岸気象部会議宝

譲題  1 第 2回 日米合FHl会議出情報告

2 委 員の交替についてほか

第 16回 会議

日時 昭 和 48年 7月 3日 (火 )

1501500～ 1630

場所 気 象庁 海 洋気象部会議室

議題  1 前 回会議以降の経過報告

“)第 2回 日米合同会議報告書

の配布

(2)U」 NR第 7回本会議出席

報告

2 第 3回 日米掛司会議の予定に

ついて

3 新 部会員の紹介ほか

2 国 際 会 議

a )海 洋環境汚染の世界的調査 ( G I
P M E )国 際調整タレープ第1国会議

日時  1973年 4月 2日 ～ 6日

場所  ロ ンドン B100msbury

Cen↓ er HOtel

5月 21日 、環境庁で開催された標記会議

議の報告会にないて、同会議に日本代表 と

して出席 した菅原調査委員 より、その模様

について大要次のとおり報告があった。

この会議には、米、英、 ツ 1 日をど7か

国の代表、FAO、 WMoな ど5機 関の指

名専門家及び SCoR、 GEsAMPな ど

12機 関のオブザー六―が出席 した。

会議は 4月 2日 loooヨ ンピナーであ

る興国のM,Leeの 開会の辞を もって始

まり、次に菅原氏が挨拶を求められた.菅

原氏は、 こ の挨拶の中で、 10cの 海洋汚

染についての過去の活動の概要を挙げ、 I



O Cit卒せ ら才てい1)劇作、tlに画た人,W

致壮会顔り それtf革せてぃた人さな期待tt

対 して、本 グルー/の とすべとす1任のま大

なことをⅢ調 に,.

ttに I o Ctti梅11皮 ctP,ain Scott

かな会議のi生行方'tこ1'いてIr■tた佐、ユ

す二にHi  し e cィ 1送1 1サ !こ。

J ) l t 、4 月 2  ～ 4 1 1 " 今日上5 H 4 )

午 汚にわたリヤ比ti上[寸1表カヤjたわれ、 5日

午後は外8に 人 ,前 浅枯呆 4)率理 を生諒ti

務十Jjに托 |た ,

6n1000ょ ぅ会姦再開、討議の結果

を盛 !‐たと1誘■)報告朱,J上11され、こ'i

全会てキ張の結】t 、 S  u i n m ↓r y  R c P o i t

IOC/1rIPN回 11)る ■十ごと,つ  ヽすた,

Summary RcpOrし  !'PJホ tよ、

1 会 議開始

2 GIPME支 怖へF comprchensive

Planの とせ開

3 FI洋 汚染=ニ タリング

4 t lrt h]趣

5 レ t[1■哉つ時上場1片

と'.て いア)わt、 ■の内年!よ別に 下FE U I預

日の間♂々的告 |lti均さヤた.

l GIPME"定 義 t scoPeを うた 'f

2 よ Ⅲ日解に向|,tイJtt t■il.

推 ■起う|!tて 、現行海岸に持ち述モ|;と

まれていィ)、 1た 進び込 ま打る可青:性のう

る重安■汚染要素に1,いてり定暑的な情報

を推科す ■たちのた際的かつわ効な手段 を

開発 十る本活動 i実 行 ,る .

3 海 Fキヤ|,tttFiイド劇仲■ ″・― 'tThe

」oint ヽ Vorking Croup on

M a r i n c  P 。1 l u ↓i o n  R c s e a r c h )

11、111r tて 汚控ヵ質び)微■モ|ちⅢⅢⅢ分解

投びそつ令政い'1究を援"す べきかヤちた

ること

4  ACM■ Rノ/1ABOわ  いlorking C,0-

uF)0■  Bi。 〕。どical l'ffec,s

of Pollutants t↓ r、通 hヽtに 各千i

の汚■'■ F)可といメtilの検言1結共■どと

わらことを劇待する.特 に放射能への露出

基準つ設定に汁 日すること.

5 地 域的現在汚央成の調査 (Regi Onal

base linc sし udies)へ の援助を

与えるこた。

6 10c事 務局ti牛先 して海洋環境 の現状

報告 を準十告すること,モ のために、 ヨ ンサ

ルタン ト1名 を作用 Lンて関係資料 を収集 [ン

分析 けしわること。

それについては、 10c参 加国、地域そ

の1との国際機関に援助を求め、必要な情報

り4/r集をはか ア)こと. L記 報告の草案がで

どた除には、適当F与 門家に検討させて本

ICCに 11!出し、その支持を受け ること。

7 1 C Cliれ 洋千1学に十ける教育、訓練、

相■援助に関すイ)作業部会及び国際海洋資

十1交換作業部会と緊密に連絡すること。

8 油 汚染iニ タリングの Pl10t Prcj一

ectの 結 '1に、 1か 年後に評価 さるべき

こと。また、技術と・r能性かそれを許す よ

うに |ズ〕とともに各層の試料夕取 と調査及

じ降水拭為す)分llrをとりあげること。

9 1CCを Committeeに すべしとの意

比ヽある力、 Il分は少放専門家の集ま りと

|ンfの ノルーアにとどわるのが適当と考え

ら'1る、

の 第 3回 C S Kシ ンポジウム及びC X

国際調整グブい プ第9回 会議

□時 第 3口 CSKン /ポ ツウム

1973年 5月 26日 、 28日 及

び29日

CSK国 際調整 グループ第 9回 会議

1 9 7 3 年 5 月3 0 日～6 月 1 日

拐す t両 会議とも)タ イ国バンヨク

エネスコ地域事務所

6月 26日 、fjl立教育会館で開催された第

12巾 ,ユ科サ判JttllL推進連lltと議に tr hぃて、

じ

1

( t /



標記会議に出席 した和達持夫 (日本 首席代表 )

菅原健 (日本代表 )及 び九茂隆二 に日本代表 )

の3氏 より、その模様について大安次のとお

り報告が あった。

第 3回 CS【 シンポジウム

26日 1 0 0 0 1Hlとよリタイ国 首相の挨拶

に続いて Ioc代 表Mamayev事 務次長、

CSK国 際調整員和達博士等の挨拶及 びタイ

国海洋科学委員会委員長 Pradisじ h ch岸

。SakUI博 tの CSK,IcGの 背景 につ

いての紹介 ののち本会議に入 った。
シンポジウムのコンビナーとして I A

Ronguil10博 士、 3つ のセクションのデ

イスカブション ・リーダー等 を選び卜 1 loo

より背原氏 の用意 に,た
｀

Scientific

Approa ch  to  Mar i ne  P0 1 lu↓ i On''

の特別謡演及びこれについての質議か行 なわ

れた。

28日 、 29日 の両 日にわた り、セクショ

ン1の物Pl、化学、地質学的部門では 10篇 、

セクションIの生物学については 7篇 の論文

の講演かあり、その後、セクションごとにデ

イスカッシ ョン ・リーターにより内容を整理

して報告あり、続いて討議の結果、CsK

ICGあ ての下記のような勧告 を採択 t,て会

を閉 じた。

1 ノ 違代表か ら出たもので、年 2回 のシノ

ブテ ィック観測を九分に再開せよといぅこ

と。

2 今 回のシンポツ クムで動物 ブランク トン

についての報告か少なかったことを遺ほ と

し、 CSK及 び隣接海域での動物 グランク

トンと魚類幼生 の研究を7」r盟国に訴える。

3 夕 !えば c14技術及びフルオレッセンス方

法等、植物性 プランク トン研究に必要な方

法 の使用法 を地域学 者の間に広めたいぅ

4 海 洋汚染については、熱帯 センター設置

の口」能性を考慮すること。

5 船 上研修の機会を若い専門家F与 力たい.

6 南 シナ海の海流の実際演」定 を行 なうこと

など

CSK国 際38整力いヴ第9国 会議
タイ国海洋科学委員会委 員長 Pradis↓ h

CheOsakulか 開会を宜 し、国際調整良和

達博士を委員長に推挙、和達博十が座につき、

IOc代 表Mamaycv博 士か、 csKの 将

来問題 と本 クループのこの際 たるへさ海洋汚

染問題への策か重要なるべ とを述べた後、主

として次の事項について報告、検討等が行な

われた。

1 第 8国 会議以後の活動にっいての関係役

員の報告

2 第 3回 CSKシ ンポツウムての勧告の本

会議への採択

3 CSKの 将来活動

加盟国は、 CsK活 動の恒久性 と強化を

確かなものにす るため、例えば ICESの

ような機構を CSK地 域 に設立することを

考慮する必要があるとした。

4 海 洋汚染

力1盟国は、生物資源やその環境に対する

将来の汚染の環境のモニタリングのために、

まだ汚染されていたレ、適当な海域 をできる

だけすみゃかに選ぶ必要があそ)とした1)

など

6月 1日 210o近 く、結合報告案 を採択

し閉会 した。

( 0国 際 海 岸 資 料 交 換 作 業 部 会 第 7回

会 議

標記会議に出席 した二谷海洋資料センター

所長より、帰国後早速、本ニュース編集者の

元にその概報が寄せ られたので、次にこれを

掲載する。

政府間海洋学委員会 (loc)の 国際海洋

食料交換作業部会第 7回 会議は、去 る7月 9

日～ 13日 、二,一 コークの国連本斉B経済社

会理学会の会議室で開催された,こ の会議に

は、 locヵ 口盟国の うち、 日 、米、 ノ 、英、

-9-
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f、十,とイ十1ィ|

fr)ザ ィぃ→モにより台風、輸雨前線等の観

pt一 た とその成力か発揮されるものと期待

■Ⅲ■

■古、気_rt庁の海岸気象観測用ブイロポッ

トr)i生工 t証んで各都道府県の水産試験場等

■キに山貨療境″)把握を目的に滑岸各地に自

動観狽」フィロボットの設置 を進めている。そ

の=十 もの十下表のとおりでぁる.

海洋気象ブイ,ボ クト(気 象庁 )

十 1+|すⅢl   1  1,          I‐ 観 」Rけ 項 目 所 管

|‖‖|‖借川々
1上生!二十_____

水|!、時た分

水‖i、キ:分

太11、 そ1分、風向、風速

■11、塩分

神奈川県

(4862か ら

1ケ仁の試

験的設置 )

|

とと上上上
十Ⅲ

上!_~上とざ`
・
1_!!t上と呈気| 、ヽよ温、塩分 三 章  県

1補盤
｀
給亀ぎ稔と鹸畳愛 知  県

水温、塩分、流向、流速、P, 大 阪  府

気r「.、水品、塩分    1広  島  県

|十に、溶と|はや、 PII     ]県

-1 1-



の 研 究 練 習 船 の 竣 エ

東京水舌大学の伊'■練 ヨta｀
｀
海鴨丸,,が

6月 藤水P地 品ヽPrrて完成 した,本 船は、市

駆洋、インド汗等 この学術調査にl‐耀 [た

海臨|し第 2世 の代船てある力」、洋上におけ

る大学の研究施設てあて)とともに練習い と

しての機古Lを兼ね備えた最新鋭FlrHてある.

硲尾 卜■―ル漁業等を行なう漁め設備 も従

来設に比べ数 々の白動化ち!進い、操業の合

i里化|:図っていア).ま た、主機関は2機 1

軸方式 を採用 t,、可変 ビッチデⅢ/ ラ`、パ

ウスラスターを情★、擦縦■tiう向上十図

るととヽに、浄粉、操業本 よびれ洋観測に

必要な趣微速運転を口itg iらしいていア).

本船の特争すべ と特色は、人間ていえばS曽

に相当するブレーン ル ーン、を船体の中央

部に設け、船内て発生するすべ てのデータ、

情報 をここに収集 |ン、 ミ ニコンピューター

による情報処F理を行をテ_るよう計問 されて

いることである。学生 ④教 育 ・実 習業 務

と平行 し′て研究船としての業務てtt研究対

象々n場 の構“調否に Lンに り、生物資源の

|¶発、れ洋求悦.つ桁宅調査、木利用資源の

Tl用開発にqll十る|千究を章点 日標 '|て い

る)

な十,本 船のモ々 / /日は、長さ7 4 1 9 0

m、 巾 1 2 4 0 0 7rr、l‐Aトン数 1128=66トン

速力 14Sノ ット、搭載人員 118れ てあ

る。

4 観 演1 調 査

昭和47年 度国内海岸調査実施状況

及び昭和48年 度国内海岸調査実施

計画

IoC(囲 府間海洋学委員会 )の決議に基

づとカコ概各国は年 1回 当該年度にないて実施

す る海洋調査計画及び前年度計画の実施状況

を IOCに 報告することを義務づけ られてお

りますか、本年政においても、年度頭初、国

内各関係機関に対 し資料の提出をお願いして

十りましたところ依頼先 77機 関のうち70

機関か ,,回答が等せ られま したので、とりま

ためのうえ 7月 初旬 10Cに 報告 しま した。

IOCで は、 こ れら各国の報告を移製 して71D

盟国にぼ布し国際海洋資料交換lc役立たせて

十ります。

この作業は半に IOCへ の協力とい うより

に1、む しろ日本国内における海洋デ ータの収

集及び相 互利用を推進するために必要な作業

でありますので、今後一層の協力をぶ願い致

します。昭和 47年 度国内海洋調査実施状況

/■kび昭和 48年 度国内海洋調査実施計画は J

ODCニ ュース増刊号第 2に 、また、最近 5

か年間の機関別計画報告十 数を下記に掲載 [タ

ま した。

機関別rt画報告件叡 】)

年度

機関
1亜 9 】970 19姥

海上保 安 庁

気  象  庁

水  7 F  庁

防  衛  庁

都道府県水 試

大 学 関 係

そ の 他

1 4 ( 6 )

35(11)

2( 9)

1( 0)

0

2 0 (  0 )

1( 1)

1 8 ( 6

3 8 ( 1 0

0 ( 1

1 ( 0

0

39( 6

1 ( 1

3711う

490め

3 4 ( 0

1 ( d

"9C

40Ca

l ( t

4に1 5 )

4如2 )

4 8 ( 5 )

2( 0)

う5405)

4 0 ( 4 )

4(2)

計 73(27) 10(24 1419: 「43(2つ

()の 数字は DNP又 は国際共同観測の件数

を示す。
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機 関 別 計 画 報 告 件 数  e )

1 9 7 3

機   関        機   関   航 海 数

海 上 保 安 庁 庁

区
管

″

″

″

″

′

″

″

本

一

二

三

四

七

八

九

十

2 1 ( 1 5 ) 大 学 二重県立大学

長 崎 大 学

鹿児島大学

水産大学校

3

2 ( 1 )

2

1

計 3 4 ( 6 )

都 道 府 県 水試 北海道稚内

″ 樋 走

″ p‖路

″ 函 館

岩  手

福  島

茨  城

千  葉

′(内 湾 )

東  京

神 奈 )

静  岡

愛  知

三  訳 浜島)

'(伊 勢湾)

和 歌 山

大  阪

兵  席

岡  山

広  島

香  川

愛  張

徳  島

高  知

福  岡 (福岡)

″ (豊 前)

大

宮

沖

長

,ヒ

分

崎

縄

崎

本

5

7

5

1 0 ( 4 )

1 8

1 3

1 2

2 2

1 8

1 1

1 6

3 5

4

1 2

1 2

1 8  1 *

1 2

2 4

1 2

1 2

3 6

2 4

1 *

2 4

1 6

1 2

1 7 ( 4 )

1 7

1 3

1 4

9

計 4 6 ( 1 5 )

気 象 庁 本

函 館 海

神 戸

長 崎

舞 鶴

庁

気

1 7 (  7 )

9 (  5 )

1 0 (  4 )

7 (  5 )

9 (  4 )

計 52(25)

水  産  庁 本 庁

北海道区水研

東 北 ″

東 海 ″

南 西 ″

曲 海 ″

日本海 ″

遠 洋 ′

3

9  1*

11  4*

6 ( 3 ) 3 *

2  2*

11  2*

4

1  3*

計 4 7 ( 3 )

防 衛 庁 2

国立科学博物館 極地研究率 1(1)

環  境   庁 本 庁

都道府県委託

1 1

1 6 1

計 172

工 業 技 術 院 地質調査所 3(1)

省
　
　
学

設建
　
　
大

国土地理院

東大海洋研

北海道大学

2 ( 2 )

2 3 ( 4 )

3 ( 1 )

- 1 3 -



海

海

質

い

い

根

取

神

十

Ｈ

日

Ｈ

日

仕

山

　

阜

ｔ

，１て

有

「
―

い
秋

S

S

1 2

1 6

) 2

1 =

2 3

1 0

1 9

1 2 G 2 )

589(20)

l― 言 キ 9 4 8 ( 7 3 )

( )内 の数字はDNPス は国際共同観測の

件数を示す。また、*印 の数字は他水研等と

の共同観測のもので件数には含めていない。



業 務 案 内

0)海 岸環境基本統計について

海洋資料セングーにおいては、海洋環境データの うちで最も古 くから内外の海洋調査機関で

継続的に実施 してきた各層観測のデータについて、電子計算機により多目的処理及びデータ交

換1/r便利な 工うに標準化処理を進めてきた。これらの処理データは、第 1表 に示す とお り内外

の多くの調査機関lCまたかるもので、観測期間は 1906年 より1973年 にわたっている。

第 1表  各 層観測データの標準処理 後の磁気テーブファイル内容

機   関 データ点数 観 測 年 備 考

国内機関

海上保安庁

気 象  庁

水 産  庁

大   学

計

2 2 5 3 3

2 ■3 4 o

4 6 , 1 2 6

3 ! 7 0 3

9 9 , 7 0 2

1 9 2 3 ～ 1 9 7 3

1 9 4 7 ～ 1 9 7 2

1 9 3 3 ～ 1 9 7 1

1 9 3 5 ～ 1 9 7 1

都道府県水産試験場合む

国外機関 721299 19o6～ 1971

総  計 172o01

これらのデータは、従来、航海別データとして利用されてきたが、最近の海洋開発に伴 って、

とみに地域的に統討 したものを要求 されることが多 くなってきた。RDち、海洋開発或いは調査

活動の場所の選択、立案、そこで使用する海洋機器、構造物等の設計において、多年にわたる

観測データの統計結果は欠 くことのできないものと考えられる。

この工うな要求 に応えるため、第 1表 に示すデータに基づいて第 1図 に示す範囲 の大平洋全

域について、 f方 形または 3J方 形の統計 を累年 の月及び年 について実施することにした。

統計表の例示は第 2表 のとお りで、統計するデータの種類は水温、塩分、酸素、海水密度、

力学的深度偏位及び水中音速である。このほかに各層観測時に得た透明度について も統計 を行

な う予定である。

なお、これら統計データは明年 1月頃 より提供できる予定である。



第 2表  水 温統計結果の例 (f方 形 )

M S Q 1 3 1 - 2 7の 湖

統計データを必要 とす

る場合は、第 1図 に示す

1げ方///の海域 番号

( 4ヽ a r s d e n  s q u a r e

拓 )と 更に第 2図 に示す

1°方形の海域番号 (経度

緑度の下1桁の組合せ数つ

を申込むことlCより、第

2表の上うな様式で提供

できる。

なお、昭和 49年 度に

おいては、これら統計結

果のうち太平洋北西部海

域について主要層のもの

を図化 は 海 洋環境図と

して刊行する構想がある。

抑
　
４．。‘
理
”
”

一
２．６．

２．７．

２．。，
神
”

‘・。。

的
中

的
”

Ｗ
ゆ

”

い

。・２，

。，０．

。・。‘
。．。‘

的
　
党

”
晩
党
ウ
ウ

”
い
却

”
”
ヵ

夕

３７
”

じ
”
お

い

３
１‐
，
３
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第 1 図  海 洋 環 境基 本 統 計 海 域
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第 2 図  国 際 海域 番 号

M a r s d e n  S q u a r e % 1 3 1 の 例

r く

＼

＼
、

、

ヽ 1



ヽ

の 海洋調査報告 (ROSCOP)の 受領状 況

昭和47年 度から実胸フているIOC(政 府間海洋学委員会 )の定めるROSCOPフ ォーム

による海洋調査報告の昭和 48年 3月 1日から7月 31日 までの受領状況は下記の通りです。

お 願  い

」ODCニ ュース増刊号第 2に掲載の昭和 43年 度国内海洋調査実施計画の各クルーズの ぅち

備考欄にDNP、  CSK、  CARP等 の表示のあるものにつぃては、かねて 」ODCニ ュース

%5で お願い しました とお り、当該調査航海終了後すみやかにROSCOP様 式 による調査報
告書を提出していただ くようお願いします。

なお、昭和 47年 度 で実施した調査でまた報告書を提出してぃただいてぃない該当クルーズ

がありましたら早急に提出していただ くよ ぅ重ねてお願 ぃします。

機 関

航 海  数 報告 され たデー タ別 の航海数

国 際 DblP
卜ひ ト

D■lP

叙述的
海洋観
預|

海 流

観 測

気 象

観 測抵帥理
生 物

その他

の観測

国   内

海 上 保 安 庁 本 庁 4 4 4 2

庁 本 庁

函館海洋気象台

神戸  ″

長崎  ″

舞鶴  ″

]

1

1

3

2

1

2

2

2

2

1

2

2

3

2

1

2

2

l

国立科学博物館 極地研究セ〃 ― 1 1 1 1 1

/1ヽ
計 8 7 1 5 1 4 1 3 9 l

国   外

韓 国 4 4 4

△
ロ 計 1 2 7 1 9 1 4 1 7 9 ]

―-1 9-―



③ 受 領

昭和4

( 国

刊 行 物

8年 2月から昭和 48年 6月までに受領した主要刊そi物は下記のとおりです。

内 )

研究時報 第 24巻 7～ II

号

全国検潮速報 1973年 1～

3月

日本気候表その 4(半 旬別平

年値 )

欧文海洋報告第 24巻 第 1号

海洋気象観測資料 拓 50

潮汐観測第 4集 第 18号

海洋汚染観測速報%3

研究報告 第 23巻 第 3 4

号

旬平均海面水温%60～ 74

海洋速報//4252～ 255

西 日本海況旬報 904～ 915

号

海上気象報告第 8号

海洋速報 第 67、 68号

海洋速報 %62、  63

昭和 45年 水産試験研究機関

海洋観測資料

漁場海況祝報 47年 7月 ～

4 8 年 3 月

北水研ニュース紘 7

長期漁況予報 %29

漁場海況概報%55～ 62

46年 度瀬戸内海漁場汚染対

策研究報告

47年 度漁況海況予報事業調

査指針

水産研究所ニュース第 3号

漁況月報%10～ 15

水研ニュース %13

研究報告第 42号

気 象 研 究 所

舞鶴海洋気象台

子中F     ″

水 た  庁

用 握 拒 翻 勾所

|した,遣ユ丞  ″

証     ″

芦訂産弔毎0こ  ″

簡易天測表 第 5巻

水路部観測報告全国磁気測畳

編 第 2 号

水路部観測報告地磁気編第 7

号

海洋速報 第 3号 ～ 12号

日本近海海況図 (46年 4～

5月 )

海洋概報 47年 4号

海洋概報 48年 1～ 3号

海洋速報 48年 7号

海洋概報 47年 2号

″  4 8 年 1 号

東北海域海洋速報 6月 上旬

本州南岸知多湾 (三 河湾 )衣

浦港④潮 流

第 2回 南海藩戸内海洋調査技

術連絡会議事録

海洋概報 48年 1号

海洋速報 48年 2号

海洋概報 48年 1号

海洋概報 48年 1号

椅年速報 48年 5号

昭和 47年 度研究報告第 1、

2 言[

全国海況旬報拓 942～ 959

号

気象要覧 第 866～ 873

号

月報 昭 和 47年 5月 ～ 9月

測候時報 第 39巻 第 11、

12号

測候時報 第 49巻 第 1～ 3

号

第一管区水路部

第二管区

第四管区

第六管区

第八管区

第九管区

第十管区

海上保安大学校

気 象  庁



Ａ
Ｒ
マ

日帥

北海道立斜‖路

水産試験場

秋田県水産試験場

茨明県   ″

東京都(大島分場 )

″ (入丈分場)

柿斜曝 沐産議

和軸 県  ″

大阪府   ″

徳 島県   ″

高角張   ″

大分県   ″

宮城県   ″

熊本県  ″

日本海漁場海況速報%261

～ 267

研究報告第 24号

水産研究所ニ ュース%13～

研究報告  7

漁海況速報 第 1～ 第 6号

定様観 測資料  1～ 6月

海況速報 筋
4736～ 4812

月報 47年 9号 ～ 48年 2

号

漁海況速報%43～ 52、 拓

1 ～ 1 1

定置観測表 48年 1月～ 5月

定様観 淑陰 料 47年 8月～

4 8 年 1 月

定置観測表 48年 1月～ 5月

昭和 46年 度業務概況

昭和 46年 度漁況海況予報事

業結果報告書

昭和 46年 度事業報告

研究報告 第 6号

漁海況速報 拓 16

漁海況速報 拓 11～ 12、

拓 1 ～ 3

月報  4 8年 1月～ 5月

定線観測資料 48年 1月～ 5

月

昭和 45年 事業報告

海況 と紳況 48年 1月 ～ 5月

定線観 測資料 48年 1月～ 4

月

昭和 46年 度漁況海況予報事

業結果報告書

定線観測資料 48年 2月 、 4

月

内湾の海況 48年 1月～ 3月

潮 電獣 策登餞

石川県   ″

富山県   ″

新潟県   ″

運輸省大臣官房

科学技術庁

研究調整局

国立防災科学

技術センター

第 1港 湾建設局

定線観測資料 48年 1月 、 3

月

昭和 46年 度漁海況予報事業

結採報 告書

定線観測資料 4S年 1月 ～ 5

月

漁況 月報 筋 lo～ %14

定線観測資料 48年 2月～ 4

月

漁海況 月報 %12～ 14

定線観測資料 48年 1、 3、

4、 6月

定線観測資料 4

4 8 年 1 ～ 3 月

定線観測資料 4

漁況海況速報 1

トランスポー ト

月

7 年 1 2 月、

8 年 3 ～ 5 月

8 年 1 ～ 6 月

1 ～ 1 5 号

4 8 年 1 ～ 5

異常潮位現象に関する特別研

究報告書

高気圧環境におけろ安全性に

関する研究報告書

73 要 覧

研究報告 第 30、 31号

新潟東湾副振動談麿成果報告

書

伏木富山港伏木 地区 外港模型

実験報告書

新 潟東海岸調査成果報告書

秋田港設計計算 書

新潟空港設計計算書

直江津港設計計算書

七尾港設計計算書

福井港設計言十算書

伏木富山港設計計算書
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地質調査所

惑 洋 許詳 閥 所

兎海ズ エ  ″

泡田港設計計算書

風測台帳 第 8集

波向観測台帳 第 5集

昭和 43～ 46年 度管内波浪

調査報告書

名古屋程披 浪観預1台帳

伊勢汚波浪観測記録報告書

伊 良湖波浪観測記録報告書

物理探鉱耐 杏研究一覧第 1号

～ 13号 、 15号

昭和 46年 業積集第 10巻

石垣、西表方面海lf観測資料

東海大学海洋学部 10年 史

海底火山と船舶

漂流 7日 間の驚異の記録

水路 第 5 号

異常潮位調査委員会報告

走館防止のための底賃判房峡

置の研究開発技術成果報告

遠隔操縦サ イドボー トの研究

開発技術成果報告

海底地形測量技術の研究開発

海底モザイツクエヨーグラム

の報告書

天文観測施設の建設 (舞鶴天

文台 )

ノ連邦港海寄港案内 (日 本海

オホーツク海編 )

房油処理施設の利用の手引

昭和 48年 度春季大会講演要

旨集

学会誌VoL2 6、 %1～ 6、

VoL 27、 %1～ 6、

VoL 28、 夕 1～ 6、

VOL 29、 %1～ 2.

シュリアナ号原油流出事故報

告書

日本海灘防止協会

水産海洋研究会

海洋気象学会

全国測量業協会

的矢港養蛎研究所

lln用機器開発協会

漁業情報

サービスセンター

高羊千1学技術センター

海洋水産資源

開発tン ター

海中公園セングー

時奥 の開発社

中国工帥

真珠研究所

鯨類研究所

日本船1白

振 興会図書士

海洋産業研究会

機械工業連合会

工業時事通信化

オーシャンエーチ1土

日本測量協会

沿岸海洋研究部会
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港湾整備における東京港の現

状 と将来第 2号

水産海洋研究会報第 22号

海と空 第 48巻 第 4号

昭和 48年 測景標準単価表

(地上 空 中写真測量 )

昭和 48年 濁ti標 準単価表

(水 深測量 )

的矢湾養蛎研究所、その歴

史及び現在、並びに的矢湾

の海洋学特性について

れ洋機器開発Volフ 5、 rr2

1 ～ 6

tF海況速報第 45～ 66号

海洋|1学技術センター%1

-ヽ 2

」AM4RC第 2号  創 刊号

Fll中公固情報  26号
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史珠研究所‐ェース %4

鯨研通fi第255～ 262号

技術丈献生報 1973 %

7 ヤヽンな 1 2

海洋産業研究資■Vo L 4、

% I～ % 6

1 9 7年版た洋産業研究資料

海洋開発関係食料日館

47年 10～ 13、 48年 1、 2

工業時掌通信第40'～ 41号

Ocean Age 197汗 1～12

月五 1973年 1～7月号

測量 7月 号

沿岸渦朽耽 ノート第1卓筆 10巻
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Australia

Comm。■wealth Scientific and industrial Research
O■83niZat ion (CSIRO)
す Australlan Journa■  of Ma■ ine alld 『reshwate■

ReseaTch  Vol.24, N。 ,1, 『eb.,■973

Braz ll

Dir岳
:!i180品isSi8・8:SR得38RttF甘81e8a9岳

o
NE/4 ALMIRANTE SALDANHA)

(5/11/1958 A 15′ 1/1959)
i XL COMISSA0 0CEANOCRス 『IcA
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. 革士↓f 3。↓r吉:者89:cEANllCRAFICA
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(10/9 A 27/19/70)
ド XXXIX COMISSA0 0CEANOGRAFICA
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(5/1l A 20/12/1968)
= ATLANTICO SUL

ATLAS OCEANOGRAFICO

Costa Sul do ,raz ll

Do こ:83:::8:i3°dtte:i:ntia:9:: Mar da
U■lve■gidade Federal do CEARE
ヤ ARqulvOs DE CIENCIAS DO MAR

Volune Xl ―  llez emb■。, 1971 - ｀ une■o 2

Canェda

Marとne Sc■ ences Dlrecto■ ate, Depsitment of the
Envl■onment
ヤ Manus。 ■1,t  Repo■ t So■ ies  N。 .28 - No.30
■ Wate■  Lovel 1971, Volme 3

『lsheries ReSearch Boュ rd of CanaCa
・ JOuri31 0f the Fisheries Research Soard of

Canada  Voluコ e 30, No.1 - N。 .5

Denmark

lnternational Council for the ExPloration of

the Sea (ICES)
■ Monthl, Charts of Temperature and Sallnity

l■ the N。 ■とh Setl Decenbe■  1971

LCuadOr

lnstituto Nacio■ 31 De Pesca
ナ BOI ETIN INFO刊 ヤATITo

Vol.6, N。 .l  P escュ Ex91。 ■ator ia
Cruce■ o No. PEA-1/72
Vol.6, N。 .2  Pesca Explo■ atoria
CruceTo Nos, PEA-2/72, PEA-3/72

1 30LETIN lヽ FORMA rIVo
Vol.1, N。 .4  Notes and infornatioAS On the
Fishe■ les in the P■ ovinces of Cuェ ァas and in
Rivers

Vol.2, N。 ,3  Natt。 ■al lnstitute of Fisheries
and the Resultg of its Tasls (1961 - 1966)

Vol.2, N。 .4  0bse■ vations o■  しヽ c M。こ。■とzatio■
of ●one sn31l Fishe■ ■es Boats

 `The Lobste■ s of Calapagos lslands

『■ance

Center National Pour L'Exp■ 。itatio■ Des Oc`ans
十 Bulletin D'Info■ mation  No,48, Dec.,1972 -

No.Sl, Mar.,1973 alld Cataloguc of Publlcations

N。.1
Folllation Singer― P。lignac
イ CAHIERS DU PACIFIQUE

C e m a n y ( F e d e r a l  R e p u b l l c )

Deuthsches Ozeano8■ ap lヽsches Datenzent■ um
■ Fahiten Deutscher Fo■ schun83日 0 l`ffe tn Jaヽ ■e

1973 (Plaun3)
Deutsches Hydro8raphisches lnstitut
■ International lndian Ocean ExPeditiOn

Collectcd reprints . Index

C e r r a n y ( D e m o o ■a t i c  R e p u b l i c )

Akademie der Wissenschaften der DDR
ヤ BEITRACE ZUR MEERESKttE  HEw 29

1ndta

Council oi Scientiflc and lndust■ lal Research・
梢]1:;祷81;(笠群:,lS;】;Tt 7(1971-1972),

eヽw Zealand

New Zealュ nd Oceano3■ allhic lnstitute
■ 2ヽ01 REt‐ORDS  V。 1,1, N。 .4
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Pulchellum(Cray)(M。 1ltsca FBlvalviaiCardidae)
in the New Zealand Ro81。 n

■ 2ヽ01 RECORIS  V。 1.■, N。.5
Cazetteer of Seafl。 。■ Features in the ヽ eF
Zealand Re31oA

r Publleattons to Decembo■  1972
★ Memol■  oヽ.6o  lnEerna■  SEruCture in 14arine

Shelf, Slope and Abyssal selllments East of New

Zealand

 `M。加。lI N。 62  The Ma■ lne Fauna of New Zealand[
A18ae-1lvin8 1itto■ al Camma■ ldea (Crustacea
灼■ph iPodtF)

1:8:::主:1:::S:::[:態総獣;塩3款沖
etry

Elathァmetry
ヤ Iake Chart Series  LAKE WA【 ATIPU Bathynetry

P cIⅢ

Instituto Dol Mal Del Peru
■ IDMDP 30LETIN  V。 1.2, N。 .7  Repo■ t of Second

S ess io■ 。f the Panel of Experts on the

態 :】 Fi;;l DttamiCS Of Peruvian Anchow
■ IDMDP 30LETIN  V。 1.2, N。 .8  Temperatura

PIomedio de ■ a Sullerficia de■  Mar Frente a la
Coast Peruana, Period。  1928 - ■ 969

■ IDMDP ,lBL10TECA

ULTIMAS PUBLICAC10NES RECIBIDAS  ヽ 。.17
Un■ted State3
NOAA Nationa1 0ceano3raphic IAStrunentati。 ■
Cenじer
i lntst■ument Fact Sheet  I FS-73008

Test in P■ o8■ess Sheet   TIPS― oo28
NOAA Nationa1 0oeano8■ aphic Data Center
'I CICAR  V。l une II  Bibl lo8■aPhy oA Ma■ ine

■iolo8y
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オ CICAR  Volune III  Biblio3■ aphy on Marirlo

Ce。1。3y arld CeoPhysics
NOAA National Ma■ ■ne Fishe■ ■es Service
■ Fishin8 1nfo■ mat io■  No.1 - No.4
■ East■oPac Atlas  Cireula■  330, Vo■ une 6

NOAA Envi■ onmenta■  Data Servico
★ Itlt ernat ioAa■ Decade of Ocean Expl。 ■ation

Pro8ress Re,ort  」 an.,1970 to Jul.,1972
■ Key to Oceano81aphic Reco■ ds Docunenlation

No. 1  ■ ser's Cuide to NODC's Data Services

NOAA Nationa■  Ocean Surreァ
■ Opera[■ o■al Data Report C8CSDR-1

Systemじ ic Ocean Surveys by the USC8CSS

Pionee■   1961 - 1963
★ Operat iona■ Data Repo■ t CtCSDR-2

Cravity Survey of the Continental Sholf

Seabottom and Seasurface Survey culf of

Maine
■ Operat iona■ Data Repo■ I CSCSDR-3

Cravity Su■ veン of the Continental Sholf
Seabottom Survey Brunswick, Ceo■ gia ―
Savannaヽ  Beach, Ceo■ 8ia

■ Operat■ onal Data RePo■ t CtCSDR-4

Cravity Survoァ  of the Continenta■  Shelf
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Vi■8inia and Test of Askanta Cravity MeteT
■ Operational Data Repo■ t CtCSDR-7
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■ Operational Data Repo■ t CtCSDR-3
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Sea
■ Operational Data Repolt NOS DR― ■1

Continental She■ f Seabotton Survey Cape
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Baづa California
■ Sea gravity Phase

Occano3■ 3PhiC Equipment Evaluation Range
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十 NOAA Technica■  Report NOS 45

Pacific SEAMAP ■ 96■-70

Data fo■  Area 15524-10
■ NOAA Technical Repolt NOS 46

Pac■fic SEAMAP 1961-70

Data fo■  Area ■ 5530-■0
■ NOAA Techn■ ca■ Repo■t NOS 47

Pacific SEAMAP 1961-70

Data foI Area 15248-14
★ NOAA Technical Report NOS 48

Pacific SEAMAP 1961-73

Data fo■  Area ■ 6648-14
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Winds
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RP―■-OC-7■
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Juan de Flca Ridge and Sovanco FracttlTe Zone
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0Cean08■ aphic Conditions in the Nolthern

Baffin 〕 ay Ro8io■   July ―  August 1970
ヤ Oceano8■ aphic Repo■ t No.55                      '

Oceano8raphiC Observations in KANE Basin

Sept.,1968 and JHl., S ept.,■ 969
■ Oceano3■ aphic Report No.57

0ceano3raPhic Conditions in NARES Strait

Au8ust 一  Se,tember 1970

U.S. Department of Defense
★ Federal Meteo■ ological Handb。 。k No.3

RadiosoIIde Observat ions
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U.S. Arnァ , Co■ps of Engineers Coastal EngineerinB
Research Cente■
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Vol,15

Smithsonian lnsEitution
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Ceneral and Per■ od icals                                  Automat■ zat■on of Collect■ on and Analysls of
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④ 既 刊 刊 行 物

( 1 ) 逐次 刊 行 物

CSK News let↓ eァ 昭 和 4o年 7月  拓 1～%40

黒潮共同調査参考資料   昭 和 40年 7月  第 1集 ～第 4集 (廃刊 )

C S K  A , l a  s     昭 和 4 2 年 3 月  V o l .  1 ～ 5

D a t a  R e p o r ↓O f  c S K  昭和 4 1 年 5 月  % 1 ～ 1 1 7 、 1 1 9 、 1 2 1 ～ 1 2 8 、

1 3 0 ～ 1 4 6 、 1 4 8 、 1 5 o 、 1 5 4

～ 1 6 9 、 1 7 1 ～ 2 9 6 、 2 0 8 ～

2 5 0 、 2 5 4 ～ 2 5 8 、 2 6 0 ～ 3 0 3 、

3 1 4

」ODC‐ ュース     昭 和 46年 3月   /41～ 6、 増刊号 7a l

Ca↓ a16gue Of    昭 和 46年 3月   %1

0 c e a n o g r a p h i c  Eた , a

( N o r J a P a n e s e  D a , a )

( 2 ) その 他 の 刊 行 物

海洋観測 (各層 )の 資料ヨー ド指針     昭 和 4 1年 2月

国際海洋資料交掬叉覧 (改訂版 )     昭 和 4 5年 3月

海洋資本|センター案内          昭 和 4 5年 3月

E x i s t i n g  O c e a n o g r a P h i c      昭 和 4 5年 9月

S t a t i o n  D a t a  i n  t h e  S o u t h

C h i n a  S e a

誌     名      創 刊月日 (譜オ8ゑ年晶現整)

- 2 6 -


